
  

 

 

 削除したいデータを開く→右側のメニューの「最下部へ」をクリック 

 
  
  
除外データ（削除）をクリックし選択→「次へ進む」  



 

 

「登録できます」となっていたら削除可能です→再度「最下部へ」をクリック 
 

 
  
  
 
除外データ（削除）が選択されていることを確認→「登録する」をクリック 

 

 



 

 

以下の画面に切り替わり、削除完了。 
 

 
 
 



 

 

※UMIN 画面ではプログラム上、 
「データ不備を表示する画面」では不備部分を確認できます（上記Ⓐ）が、 
「修正する」ボタンを押した後の「データ修正画面」ではデータ不備の箇所が表示されません。

この点は、操作上かなり不便ですので、解決法を別紙１、別紙２に示しています。 

参考になさってください。 

 
 

データに不備があり登録できない場合には、下の画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 

・「登録できません」が表示された場合は、画面をスクロールさせると‘不備の部分’が赤字で表示

されます。 

・‘不備の部分’を確認後、画面最下段の「修正する」をクリックします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・入力画面に戻るので、‘不備の部分’を修正し、「登録する」をクリックします。 

⇒  修正完了であれば３ページ画面（＃１．個票データに不備がないとき）が表示されます。 

⇒  まだ不備の部分があれば「登録できません」と再び表示されますので、引き続きデータ

修正が必要です。 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ⓐ 

個票データに不備があるとき 


